出入国管理に関する法案と論争（1969年から1973年） : 「生権力」の視座で by 土田 千愛
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preme Commander for the Allied Powers、以下、SCAP）によって間接統治を受けること
になった。日本の出入国管理も SCAPの指揮下に置かれ、終戦直後は日本人も含め占領軍
隊以外の内外人の出入国は一度、全面的に禁止された（法務省入国管理局，1981：74）。昭



















































































































































































































































































































































Initial Post Surrender Directive to Supreme Commander for the Allied Powers for the 
Occupation and Control of Japan（JCS1380/15））」、昭和 20年 11月 3日、第一部「一般及び
政治」、第八条「捕虜、連合国人、中立国人、その他の者」より。
5）「出入国の管理に関する政令」、昭和 24年 8月 10日、第二条「入国管理部の設置」、第三条「入
国管理部の事務」より。
6） 同上、第五条「出入国管理連絡協議会」より。




9）「第 13回国会衆議院外務委員会議録第 12号」、昭和 27年 3月 25日、6頁、鈴木一政府委員（入
国管理庁長官）による発言より。
10） なお、入管令制定に伴い、出入国管理に関する規定部分が「外国人登録令」から削除された。
11） 前掲書、昭和 27年 3月 25日、6頁、鈴木一政府委員（入国管理庁長官）による発言より。
12）「出入国管理令」、昭和 26年 10月 4日、第一章「総則」（目的）第一条より。
13） 前掲書、昭和 27年 3月 25日、7頁、鈴木一政府委員（入国管理庁長官）による発言より。
14）「第 13回国会衆議院外務委員会議録第 11号」、昭和 27年 3月 20日、9頁、石原幹市郎政府委
員（外務政務次官）による発言より。
15） 前掲書、昭和 27年 3月 25日、10頁、戸叶里子委員と鈴木一政府委員（入国管理庁長官）に
よる討論より。
16）「第 13回国会参議院外務・法務連合委員会会議録第 1号」、昭和 27年 4月 3日、9頁、羽仁五
郎委員による発言より。
17）「第 61回国会衆議院法務委員会議録第 25号」、昭和 44年 7月 2日、1頁、中川進政府委員（法
務省入国管理局長）、猪俣浩三委員による発言より。
18） 昭和 44（1969）年には、「出入国管理法案（閣法、内閣提出第 90号、以下、昭和 44年法案）」、
昭和 46（1971）年には「出入国管理法案（閣法、内閣提出第 97号、以下、昭和 46年法案）」、
昭和 47（1972）年には「管理」という言葉が外れ「出入国法案（閣法、内閣提出第 87号、以下、
昭和 47年法案）」、昭和 48（1973）年には「出入国法案（閣法、内閣提出第 92号、以下、昭和
48年法案）」として提出が重ねられた。
19）「第 61回国会衆議院法務委員会議録第 18号」、昭和 44年 5月 27日、18頁、「理由」より。
20）「第 61回国会衆議院法務委員会議録第 22号」、昭和 44年 6月 17日、1頁、西郷吉之助国務（法
務）大臣、中川進政務委員（法務省入国管理局長）による発言より。
21） 同上、1頁、及び、「第 61回国会衆議院法務委員会議録第 23号」、昭和 44年 6月 24日、1頁、
中川進政府委員（法務省入国管理局長）による発言より。
22）「第 61回国会衆議院法務委員会議録第 20号」、昭和 44年 6月 10日、1頁、西郷吉之助国務（法
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務）大臣による発言より。
23） 前掲書、昭和 44年 7月 2日、6頁、中川進政務委員（法務省入国管理局長）による発言より。




26）「第 71回国会衆議院法務委員会議録第 26号」、昭和 48年 5月 11日、23頁、田中伊三次国務（法
務）大臣による発言より。
27） 前掲書、昭和 44年 5月 27日、18頁、及び、前掲書、昭和 44年 6月 10日、1頁、西郷吉之
助国務（法務）大臣による発言より。
「第 68回国会衆議院法務委員会議録第 28号」、昭和 47年 6月 2日、1頁、前尾繁三郎国務（法
務）大臣による発言より。
前掲書、昭和 48年 5月 11日、23頁、田中伊三次国務（法務）大臣による発言より。
28） 前掲書、昭和 44年 5月 27日、18頁、及び、前掲書、昭和 44年 6月 10日、1頁、西郷吉之
助国務（法務）大臣による発言より。






31） 前掲書、昭和 44年 6月 10日、1頁、西郷吉之助国務（法務）大臣による発言より。
これにより、再入国の許可を受けて出国した者の外国における長期滞在が可能となった。
前掲書、昭和 47年 6月 2日、2頁、前尾繁三郎国務（法務）大臣による発言より。
32） 前掲書、昭和 48年 5月 11日、25頁、吉岡章政府委員（法務省入国管理局長）による発言より。
33） 前掲書、昭和 48年 9月 11日、5頁、吉岡章政府委員（法務省入国管理局長）による発言より。
34）「出入国管理法案」、昭和 44年 3月 31日、第三章「上陸」第一節「上陸許可」（遵守事項）第
八条より。
35） 前掲書、昭和 44年 6月 17日、3頁、中川進政府委員（法務省入国管理局長）による発言より。
36）「第 61回国会衆議院法務委員会議録第 28号」、昭和 44年 7月 22日、6頁、辰巳信夫説明員（法
務省入国管理局参事官）による発言より。
37） 同上、7頁、中川進政府委員（法務省入国管理局長）による発言より。
38） 前掲書、昭和 44年 6月 17日、2頁、中川進政府委員（法務省入国管理局長）による発言より。
前掲書、昭和 44年 7月 22日、6頁、辰巳信夫説明員（法務省入国管理局参事官）による発言より。
39）「第 61回国会衆議院法務委員会議録第 27号」、昭和 44年 7月 8日、5頁、中川進政府委員（法
務省入国管理局長）による発言より。
40） 前掲書、昭和 44年 6月 10日、1頁、西郷吉之助国務（法務）大臣による発言、及び、前掲書、
昭和 47年 6月 2日、1頁、前尾繁三郎国務（法務）大臣による発言、及び、前掲書、昭和 48年
5月 11日、23頁、田中伊三次国務（法務）大臣による発言より。
41） 前掲書、昭和 44年 7月 22日、6頁、辰巳信夫説明員（法務省入国管理局参事官）による発言
より。
42） 前掲書、昭和 44年 6月 17日、3頁、中川進政府委員（法務省入国管理局長）による発言より。
43） 同上、3-4頁、中川進政府委員（法務省入国管理局長）による発言より。
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44） 前掲書、昭和 44年 7月 8日、3頁、中川進政府委員（法務省入国管理局長）による発言より。
45） 前掲書、昭和 44年 6月 24日、2頁、辰巳信夫説明員（法務省入国管理局参事官）による発言
より。
46） 前掲書、昭和 44年 6月 17日、3頁、及び、前掲書、昭和 44年 7月 8日、3頁、中川進政府
委員（法務省入国管理局長）による発言より。
47） 前掲書、昭和 44年 7月 2日、9頁、愛知揆一国務（外務）大臣による発言より。
48） 前掲書、昭和 44年 6月 17日、4頁、及び、前掲書、昭和 44年 7月 2日、6頁、及び、前掲書、
昭和 44年 7月 8日、3頁、中川進政府委員（法務省入国管理局長）による発言より。




51）「第 68回国会参議院法務委員会会議録第 24号」、昭和 47年 6月 16日、2頁、前尾繁三郎国務
（法務）大臣による発言より。
52） 前掲書、昭和 44年 5月 27日、18頁、及び、前掲書、昭和 44年 6月 10日、1頁、西郷吉之
助国務（法務）大臣による発言より。
53） 前掲書、昭和 26年 10月 4日、第五章「退去強制の手続」第二節「収容」第三十九条と「出入
国管理法案」、昭和 44年 3月 31日提出、第六章「退去強制」第二節「違反審査」（収容）第
四十五条より。なお、ほかの三本の法案にも同様のことが明記されている。




55） 前掲書、昭和 47年 6月 2日、2頁、前尾繁三郎国務（法務）大臣による発言より。
56） 前掲書、昭和 48年 5月 11日、24頁、田中伊三次国務（法務）大臣による発言より。





58） 前掲書、昭和 47年 6月 2日、2頁、前尾繁三郎国務（法務）大臣による発言より。




60） 前掲書、昭和 26年 10月 4日、第五章「退去強制の手続」第二節「収容」（収容の期間及び場
所並びに留置の嘱託）第四十一条第一項より。
61） 前掲書、昭和 48年 5月 11日、25頁、吉岡章政府委員（法務省入国管理局長）による発言より。
62）「出入国管理及び難民認定法」第五章「退去強制の手続」第二節「収容」（収容の期間及び場所
並びに留置の嘱託）第四十一条第一項より。
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